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こうした光景に堪能したので、静かな光景は、またの機会に・・・ 
道に迷うかも知れないが、同じ道は、選択しない。 

何があるかわからない。今ある環境や状況、どんな状況でも、油断⼤敵。 
誰も助けてくれる状況にはない。そんな思いも、⼼底にはある。 

優しい⼈もいるが、そうでない⼈も、混在している。自然も、時には、恐ろしい存在。 
 
 
 

 
 
 



山はみどり 野に花 人にはこころ 
 

何でも、観てやろう。体験できれば幸い。自業自得の自己責任。 
突⾶な⾔葉だけの、割り込みだが、先週、1 ⽉ 19 ⽇⽊曜⽇、ママチャリにて大原の里へ。 

⾼校の同窓⽣、原典で綴る平家物語の製作者。銀座鳩居堂での個展の⽀援、 
平清盛の⾜跡、熊野古道などの撮影にも参加させてもらった。 

今年は、広島でのサミット。広島も取材、訪ねている。 
大原寂光院、島⽥正吾さんの撮影。今年の年賀状、ご夫妻は元気ですと、嬉しいお便り。 

⼼模様 5572、2022 年 12 ⽉ 27 ⽇、⼤原は雪画像。 
 
 
 

   
 
 
 

画像発信、⼀貫性もなく、思いつくままにと、⾔うより、 
⾒つかった画像の編集を、今も、ビジネスでなく、独りよがりで、楽しんでいる状況。 

しかし、京都大原の里、往復。秋田犬次郎くんの画像記録。後⽇ご紹介。 
私事、何よりの収穫は、今現在の、身体チェックができたこと。 

無理はできない状況を、再確認。しかし、完歩完走。 
 
 



 
突然ながら、思いつくままに、⽇本のインバウンド等々、情報を⾒ていると、 

意外な観光地に⼈気があるとの外国メディアやテレビ報道。 
「ニューヨークタイムス」や、イギリスの「ナショナル、ジオグラフィックトラベラー」 

外国⼈が広報すると、⼈気が出るようだが、・・・ 
 
 

古い話だが、鎌倉在住時は、再三、東京ビックサイトへも。現場で情報収集。 
好奇心が広範囲。何でも観てやろう。今も、少し役⽴っている。 

今は、コミケや、アニメの聖地巡礼。チャットの世界。海外旅⾏をする時、どう情報を、
集めるか。ニューヨークタイムスが、2023年に⾏くべき世界の 52ヶ所、 

 

「温故知新
お ん こ ち し ん

」という⾔葉。 

 
⿅児島から京都まで、ママチャリひとり旅。⼼模様 5886、⼩⾖島から京都までの 

ご紹介も気になる。⼀過性で消滅してしまう光景もあれば、 
自然は、そんなに短期間で変わるものではない。季節や時間で、全く違う。 

⼼模様を、読み返してみた。京都の雪景⾊ 5629〜5638。中⼭道、外国⼈との出会い、 
5529．また、5536のような状況では、階段を複数回、往復。 

 
⾃動⾞⽬線で⾒られる光景、登⼭やトレッキングで⾒られる光景、歩き⽬線、等々、 

⻑期滞在、それも拠点として、別荘など、縛られるので⾃由が制限。 
所有するという考え⽅。私にはない。⼼⾝⾜腰健康が⼤切だと痛感。今少しチャレンジ。 

先週のママチャリ大原の里往復は、体⼒の現状把握を再確認出来たのが有難い。 
 
 

私の旅への関⼼は、極論すれば、⽣まれた時から、祖⺟や親⽗殿の資料等々の影響。 
しかし、戦争等々で、世の中の状況が⼀変。⽣活最優先。 

旅など、⼆⼗歳まで遠⾜以外、私は、全くご縁が無かったし、脳裏にも無かった。 
ただ、祖⺟と親⽗殿の趣味は多芸で、芸能芸術、映画や歌舞伎、習い事など 

三男坊の私には無縁だった。背中を⾒ていたのか、潜在意識。 
後に、親⽗殿の⽇誌や資料で、⽕がついた次第。 

現実は、⽣活最優先。しかし、いろいろあって、⼈⽣の考え⽅も考動も激変した次第。 
当初は、平和な⽇常を望んだが、失うもの、⼤変なことの⽅が多かった。 

 



ネット上に、こうしたことを書くのは、いかがなものかと、思ったが、 
個展や講演、新聞掲載の機会などもいただいた関係もあって、 

メール他の返信は、ある時期から、頑固に返信しないと、決⼼。⼼模様は継続したい。 
いつまで出来るか、わからないが、今に全⼒投球するのみ。 

 
ママチャリ、⿅児島から京都まで。⼼模様 5886で中断。 

下記は、その後の小豆島から、京都までの足跡の地図。楽な便利な道を選べばいいのに。 
⾼松から吉野川沿い、徳島まで、フェリーで和歌⼭へ。紀ノ川沿い⾼野⼭へ。 

その後、宿泊できず、九度⼭経由、橋本市まで。その⽇は、⾬だった。 
 

昨今嫌なニュースばかりで、心が晴れない。 
⽇常のリズム、流れに⾝をまかすばかりでは、前進できない。⼤原へ。 

 
⽝のお名前は次郎。この橋は、猫さんの通り道らしい。すり抜けて、⾒事に通過。 

このお⽝様、なかなかの⼤物。藁葺き屋根の画像も、2カ所収録。 
⼤原の⾥の⼣暮れ、いろいろ思い浮かべながら、瓢箪崩⼭からの画像記録も、楽しんだ。 

 
 
 

     
 
 

   


